
会
長
春
日
忠
男
氏
再
任

（
新
津
支
部
）

　

去
る
五
月
二
十
八
日
㈫
午
後
二
時

三
十
分
よ
り
秋
葉
区
新
津
本
町
四
、

割
烹
「
新
森
」
に
お
い
て
、
新
津
税

務
署

敏
朗
署
長
を
は
じ
め
、
多
く

の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
公
益
社
団
法
人
認
定
取
得
後
、

第
二
回
の
通
常
総
会
を
盛
大
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

先
ず
春
日
忠
男
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
法
人
会
の
現
状
説
明
と
昨
今
の

経
済
情
勢
を
述
べ
、
本
年
度
は
「
法

人
法
」
の
改
正
に
伴
い
「
公
益
社
団

法
人
」
移
行
後
、
第
二
回
の
通
常
総

会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
本
年
度
は
役
員
の
改
選
期
に

当
た
る
こ
と
を
述
べ
、
以
下
上
程
議

案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
い
た
だ
く
よ

う
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
事
務
局
に
よ
る
出
席
状
況

報
告
の
後
、
本
総
会
は
有
効
に
成
立

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
定
款
第
二
十

三
条
の
定
め
に
よ
り
春
日
忠
男
会
長

が
議
長
席
に
着
座
し
、
議
事
録
署
名

人
と
し
て
甲
田
耕
祿
氏
、
吉
田
健
治

氏
の
二
名
を
指
名
し
議
事
に
入
る
。

報
告
事
項

　

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告

　

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

　

平
成
二
十
五
年
度
収
支
予
算

　

議
長
は
「
法
人
法
」
の
改
正
に
伴

い
総
会
の
上
程
要
領
が
改
正
さ
れ
た
、

よ
っ
て
本
案
の
「
平
成
二
十
五
年
度

事
業
計
画
、
並
び
に
平
成
二
十
五
年

度
収
支
予
算
に
つ
い
て
は
平
成
二
十

五
年
三
月
二
十
五
日
開
催
の
理
事
会

に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年

五
月
九
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
済
み
で
あ
る
故
、
本

総
会
で
は
報
告
事
項
と
な
っ
た
。

　

以
上
を
述
べ
事
務
局
を
し
て
詳
細

に
報
告
説
明
を
な
さ
し
め
た
。

決
議
事
項

第
一
号
議
案

平
成
二
十
四
年
度
決
算
報
告

承
認
の
件

　

議
長
は
本
案
を
上
程
し
、
事
務
局

を
し
て
詳
細
に
説
明
を
な
さ
し
め
た

後
、
監
事
の
樋
口
龍
衛
氏
か
ら
監
査

の
結
果
を
求
め
る
に
、「
適
法
で
あ

り
正
確
で
あ
っ
た
」
旨
の
監
査
報
告

を
受
け
、
一
応
の
質
疑
応
答
（
質
疑

な
し
）
を
経
た
後
、
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
異
議
な
く
拍

手
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

第
二
号
議
案

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改

選
の
件

　

議
長
は
、
今
期
は
改
選
期
に
当
た

る
た
め
、
こ
こ
で
選
任
事
務
を
行
い

た
い
旨
、
及
び
選
任
手
続
き
に
つ
い

て
は
い
ろ
い
ろ
慣
例
等
も
あ
る
と
し

て
、
事
務
局
を
し
て
説
明
な
さ
し
め

る
。

　

事
務
局
は
、
予
め
用
意
し
た
役
員

名
簿
（
案
）
を
配
布
し
、こ
の
（
案
）

に
示
す
内
容
（
役
員
構
成
）
は
各
支

部
か
ら
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
も
の
を

取
り
ま
と
め
て
（
案
）
と
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
説
明
。
従
っ
て
こ
の

役
員
名
簿
の
（
案
）
は
各
支
部
の
意

向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
、
了
承
し
て
も
ら
い

た
い
旨
理
解
を
求
め
た
。

　

そ
の
後
議
長
は
改
め
て
事
務
局
を

し
て
、（
案
）
の
内
容
説
明
を
な
さ

し
め
た
後
、議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

全
会
一
致
を
も
っ
て
承
認
し
、
役
員

名
簿
の
理
事
、
監
事
の
区
分
の
と
お

り
選
任
確
定
し
た
。

　

続
い
て
、
選
任
さ
れ
た
理
事
全
員

は
別
室
に
て
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、

代
表
理
事
等
の
選
考
を
行
う
た
め
、

通
常
総
会
は
暫
時
休
憩
を
宣
す
る
。

　

議
長
は
再
開
を
宣
し
、
臨
時
理
事

会
の
役
員
の
選
考
結
果
の
報
告
を
求

め
る
に
、
事
務
局
に
別
記
の
と
お
り

報
告
せ
し
め
、
議
場
に
諮
り
た
る
と

こ
ろ
全
員
拍
手
を
持
っ
て
選
任
を
確

定
し
た
。
尚
、
理
事
全
員
は
就
任
を

承
諾
し
ま
し
た
。（
議
事
録
要
旨
）

　

一
連
の
議
案
審
議
終
了
後
、
新
津

税
務
署
長
の
役
員
功
労
者
特
別
表
彰

並
び
に
恒
例
の
優
良
経
理
担
当
者
表

彰
式
を
挙
行
し
、
引
き
続
き
記
念
講

演
と
し
て
「
安
倍
政
権
と
こ
れ
か
ら

の
日
本
」
の
テ
ー
マ
で
東
京
新
聞
・

中
日
新
聞
論
説
副
主
幹
の
長
谷
川
幸

洋
氏
の
講
演
を
出
席
者
一
同
熱
心
に

聴
講
さ
れ
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

税
務
署
長
役
員
功
労
者
特
別
表
彰

◎
遠
山　

悦
男
（
新
津
支
部
）

㈱
ロ
ビ
ン
ソ
ン
サ
ー
ビ
ス

優
良
経
理
担
当
者
被
表
彰
者

◎
高
野
カ
オ
ル
（
新
津
支
部
）

　
　

㈱
小
川
組

勤
務
年
数　

二
十
年

◎
藤
田
三
千
子
（
新
津
支
部
）

　
　

新
興
タ
ク
シ
ー
㈱

勤
務
年
数　

十
九
年

◎
佐
藤　

康
紀
（
新
津
支
部
）

　
　

㈲
金
沢
商
会勤

務
年
数　

十
九
年

◎
坂
上　
　

瞳
（
小
須
戸
支
部
）

　
　

ア
ル
フ
ァ
建
設
㈱

勤
務
年
数　

十
一
年

顧　　問　　　阿　部　信　二（元会長）　　　阿部木材工業㈱

役　職 氏　　名 支部名 事 　 業 　 所 　 名 支部役職
１ 会 長 春　日　忠　男 新 津 ㈱ 春 日 薬 局 支 部 長
２ 副 会 長 吉　田　和　久 五 泉 ㈱ 吉 田 印 刷 所 支 部 長
３ 副 会 長 阿　部　律　雄 村 松 阿 部 印 刷 ㈱ 支 部 長
４ 副 会 長 木　村　藤　雄 小須戸 ㈱ 新 植 支 部 長
５ 副 会 長 佐　藤　俊　一 東 蒲 下 越 酒 造 ㈱ 支 部 長
６ 専務理事 桐　生　三　男 （ 員 外 役 員 ）
７ 理 事 甲　田　耕　祿 新 津 ㈱ 新 津 自 動 車 学 校 副支部長
８ 理 事 吉　田　健　治 新 津 吉 徳 農 機 ㈱ 副支部長
９ 理 事 遠　山　　　勇 新 津 ㈱ 新 潟 ロ ビ ン ソ ン 理 事
10 理 事 新　保　忠　雄 新 津 新 興 タ ク シ ー ㈱ 理 事
11 理 事 時　田　三　紀 新 津 ㈲ と き だ 理 事
12 理 事 阿　部　信　幸 新 津 阿 部 木 材 工 業 ㈱ 理 事
13 理 事 山　田　道　夫 新 津 ㈱新津食品流通センター 理 事
14 理 事 近　藤　伸　一 五 泉 近 藤 酒 造 ㈱ 副支部長
15 理 事 田　中　　　弘 五 泉 ㈲ 田 中 利 三 郎 商 店 理 事
16 理 事 高　野　隆　夫 五 泉 ㈱高野浄化槽管理サービス 理 事
17 理 事 川　上　義　明 五 泉 ㈱ 川 上 建 設 理 事
18 理 事 高　橋　和　信 五 泉 ㈲ 高 橋 電 気 商 会 理 事
19 理 事 齋　藤　公　策 村 松 ㈱ 魚 齋 藤 副支部長
20 理 事 瀧　澤　　　修 村 松 ㈲ 新 瀧 監 事
21 理 事 茂　野　一　弘 村 松 蒲 原 鉄 道 ㈱ 理 事
22 理 事 田　中　重　照 小須戸 ㈱ 田 中 雨 具 副支部長
23 理 事 田　部　一　男 東 蒲 田部鉄工エンジニアリング㈱ 副 部 長
24 監 事 樋　口　龍　衛 新 津 樋 口 鉄 工 建 設 ㈱ 監 事
25 監 事 松　井　信　行 新 津 ㈲ 新 津 プ リ ン ト 社 監 事

平
成
二
十
五
年
度

通
常
総
会
開
催

平成25年度　公益社団法人  新津法人会役員名簿（平成25年５月28日改選）

◎各支部より次の定数配分により選出された。
役員数の配分（新津＝11　五泉＝６　村松＝４　小須戸＝２　東蒲＝２）計25名
※役員はすべて非常勤である（専務理事は除く）

公益社団法人 新津法人会だより



一
、
事
業
活
動
の
基
本
方
針

　

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付
け
で

公
益
社
団
法
人
新
津
法
人
会
と
し
て

再
発
足
し
、
平
成
二
十
五
年
度
は
第

二
期
目
と
な
り
ま
す
。
本
年
度
も
、

「
法
人
会
法
の
基
本
指
針
」に
則
り
、

税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚

に
努
め
、
税
制
、
税
務
に
関
す
る
提

言
を
行
な
い
、
も
っ
て
適
正
・
公
平

な
申
告
納
税
制
度
の
維
持
・
発
展
と

税
制
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
地
域
企
業
と
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

特
に
法
人
会
活
動
の
原
点
で
あ
る

「
税
」
に
関
す
る
活
動
に
軸
足
を
置

き
な
が
ら
、
組
織
・
財
政
基
盤
の
再

構
築
を
図
る
た
め
に
会
員
増
強
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性

化
に
も
配
慮
し
つ
つ
以
下
に
掲
げ
る

諸
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。

二
、
主
な
事
業
計
画

１
、
税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
・

改
善
等
を
図
る
た
め
の
事
業

⑴
税
に
関
す
る
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー

事
業

⑵
講
演
会
事
業

⑶
租
税
教
育
事
業

⑷
税
の
広
報
事
業

⑸
税
の
調
査
研
究（
支
援
を
含
む
）

及
び
社
会
へ
の
提
言
事
業

２
、
地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整

備
・
改
善
等
を
図
る
た
め
の
事
業

⑴
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
事

業
⑵
地
域
の
福
祉
問
題
や
環
境
問
題

な
ど
の
改
善
に
資
す
る
事
業

３
、
会
員
支
援
の
た
め
の
親
睦
・
交

流
及
び
福
利
厚
生
に
資
す
る
事
業

⑴
組
織
の
強
化
・
充
実

⑵
広
報
活
動
の
充
実

⑶
青
年
・
女
性
部
会
の
充
実

⑷
法
人
会
員
の
福
利
厚
生
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

事
業

４
、
本
会
の
組
織
を
充
実
し
、
全

国
法
人
会
総
連
合
・
新
潟
県
法

人
会
連
合
会
及
び
友
誼
団
体
と

の
連
携
強
化
を
図
る
事
業

５
、
本
会
の
活
動
に
関
係
す
る
諸

官
公
庁
と
の
連
携
を
図
る
事
業

６
、
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成

に
必
要
な
事
業

平成２５年度

公益社団法人 新津法人会だより



　
　
　

新
津
税
務
署
長

佐　

藤　

和　

彦　

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
新
津
税

務
署
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
佐
藤

和
彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
は
札
幌

国
税
局
の
総
務
部
で
税
理
士
監
理
官

を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
出
身
は
北

海
道
の
東
部
に
あ
る
帯
広
市
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
新
潟
県
で
の
勤
務
は

初
め
て
と
な
り
ま
す
が
、
自
然
や
歴

史
と
豊
か
な
人
情
に
恵
ま
れ
た
当
地

で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得

ま
し
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
に
と
っ

て
当
地
で
の
勤
務
は
非
常
に
良
い
経

験
と
な
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
自

分
へ
の
戒
め
と
し
て
「
山
高
き
が
故

に
貴
か
ら
ず
」
を
念
頭
に
置
き
、
公

私
と
も
に
臨
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
新
津
法
人
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
税
務
行
政
の
良
き

理
解
者
と
し
て
、
税
に
関
す
る
各
種

研
修
会
等
の
開
催
、
小
中
学
校
の
租

税
教
室
の
支
援
、
小
学
生
の
税
の
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
の

租
税
教
育
並
び
に
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
利
用

普
及
の
広
報
活
動
な
ど
に
努
め
ら
れ

　
　

関
東
信
越
税
理
士
会

　
　

新
津
支
部
長

杉　

本　

孝　

子　

　

七
月
六
日
の
「
た
な
ば
た
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
久
し
振
り
に
音
楽
に
ど
っ
ぷ
り

浸
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
前
に
「
分
り
易
い

税
セ
ミ
ナ
ー
」
の
講
師
の
お
話
の
依

頼
を
う
け
、
日
頃
多
く
の
皆
さ
ん
の

前
で
税
金
の
お
話
を
す
る
機
会
の
無

い
私
は
、
余
裕
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
ど
ろ
も
ど
ろ
で
し
た
が
、
ど
う

に
か
持
ち
時
間
が
終
わ
り
、
会
員
の

皆
様
の
温
か
い
拍
手
を
い
た
だ
き
椅

子
に
座
り
ま
し
た
が
緊
張
の
糸
は
ま

だ
解
け
な
い
ま
ま
で
す
。

　

そ
こ
に
女
性
三
人
の
プ
ロ
の
演
奏

る
と
と
も
に
、
会
員
企
業
や
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
も
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

税
務
行
政
に
携
わ
る
私
ど
も
と
い
た

し
ま
し
て
は
大
変
心
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
春
日
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
役
員
の
皆
様
の
日
ご
ろ
か
ら
の
ご

尽
力
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
税
務
行
政
に
つ
き

ま
し
て
は
、
社
会
経
済
の
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、「
納
税
者
の
自

発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か

つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
と
い
う
、
私

ど
も
に
与
え
ら
れ
た
指
名
を
着
実
に

果
た
す
た
め
、
納
税
者
利
便
の
向
上

を
図
り
つ
つ
、
変
化
に
対
応
し
た
効

率
的
な
事
務
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
行
政
の
透
明
性
を
確
保
し
、
法

令
に
定
め
ら
れ
た
手
続
き
を
遵
守
し

て
、
公
平
か
つ
公
正
に
業
務
を
遂
行

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
及
び

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
等
に
よ
る
納
税
者

の
皆
様
の
利
便
性
向
上
や
行
政
運
営

の
効
率
化
、
改
正
消
費
税
の
円
滑
な

定
着
、租
税
教
育
の
充
実
な
ど
、様
々

な
課
題
を
的
確
に
迅
速
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
税

務
行
政
を
取
り
巻
く
課
題
を
遂
行
し

て
い
く
た
め
に
は
、
私
ど
も
の
力
の

み
で
は
自
ず
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

新
津
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

家
の
方
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
り

ま
し
た
。
演
奏
が
始
ま
っ
た
途
端
、

音
が
あ
ふ
れ
会
場
の
空
気
は
一
変
し

ま
し
た
。演
奏
家
の
皆
さ
ん
の
気
が
、

音
符
と
い
う
風
に
な
っ
て
押
し
寄
せ

て
く
る
。
そ
の
風
は
強
か
っ
た
り
、

心
地
い
い
程
優
し
か
っ
た
り
、
魔
法

の
風
に
包
ま
れ
て
ア
ッ
と
い
う
間
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
私
が
い
ま
し

た
。

　

演
奏
家
と
楽
器
が
作
り
出
す
生
演

奏
の
風
は
聞
く
人
を
圧
倒
し
ま
す
。

演
奏
の
合
間
の
軽
妙
な
お
話
や
、
合

唱
を
楽
し
み
、
時
間
は
瞬
く
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。
観
客
を
引
き
込
み
、
飽

き
さ
せ
ず
、
体
験
さ
せ
て
、
さ
す
が

プ
ロ
の
仕
事
だ
と
尊
敬
し
ま
す
。

　

先
日
「
ひ
と
カ
ラ
」
を
知
り
ま
し

た
。
一
人
専
用
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
で
す
。
出
社
前
は
体
を
目
覚
め
さ

せ
、
退
社
時
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
と

精
神
的
に
大
変
有
効
で
、
利
用
し
て

い
る
方
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
の
事

で
す
。
年
代
別
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
集
め

た
Ｃ
Ｄ
も
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

考
え
て
み
る
と
私
も
毎
日
利
用
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
マ
イ
カ
ー
の
中
で

す
が
。

　

朝
は
今
日
一
日
頑
張
る
ぞ
と
気
合

を
い
れ
、
関
与
先
に
向
か
う
時
は
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
社
長
さ
ん
に
負
け

な
い
よ
う
に
気
分
を
入
れ
直
し
ま
す
。

私
が
元
気
に
な
っ
て
伺
い
、
説
明
す

る
事
が
一
番
大
事
で
す
か
ら
、
毎
日

思
い
っ
き
り
「
ひ
と
カ
ラ
」
し
て
い

ま
す
。
た
だ
時
々
は
っ
と
し
思
い
出

す
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
楽
し
そ

う
に
歌
っ
て
運
転
さ
れ
て
い
る
方
と

す
れ
違
い
笑
っ
て
し
ま
っ
た
時
が

あ
っ
た
の
で
す
。
あ
ん
な
風
に
見
え

る
の
か
な
、
思
わ
ず
口
を
閉
じ
て
し

ま
っ
た
自
分
が
い
ま
し
た
。
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
皆
さ
ん
に
笑
わ
れ
て
い
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
そ
の
時

は
遠
慮
せ
ず
笑
っ
て
、
元
気
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
生
活
や
仕
事
に
追
わ
れ
、

焦
り
、
考
え
込
み
煮
詰
ま
っ
て
、
険

し
い
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。
移
動
の

わ
ず
か
な
時
間
で
す
が
現
実
か
ら
離

れ
風
に
吹
か
れ
て
笑
顔
で
現
実
に
戻

れ
る
そ
ん
な
音
楽
の
力
っ
て
本
当
に

す
ご
い
で
す
ね
。
楽
し
い
時
間
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

は
、
税
務
行
政
の
良
き
理
解
者
と
し

て
、
ま
た
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
新
津
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⌇
…
⌇
…
⌇
…
⌇
…
⌇
…
⌇
…
⌇
…
⌇
…
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　「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律」
により、消費税法の一部が改正されました。主な改正内容は次のとおりです。

　国分の消費税収入については、毎年度、制度として確立された年金、医療及び介護の社会保障給付並
びに少子化に対処するための施策に要する経費（社会保障４経費）に充てるものとされました。
（注）地方消費税収入（引上げ分）及び消費税収入に係る地方交付税分については、社会保障４経費を含む社会
保障施策に要する経費に充てるものとされています。

　消費税率及び地方消費税率について、次のとおり２段階で引き上げることとされました。

※　経済財政状況の激変にも柔軟に対応する観点から、消費税率引上げの前に、経済状況等を総合的に
勘案した上で、消費税率の引上げの停止を含め所要の措置を講ずることとされています。
※　引上げ後の税率は、経過措置（「５　税率引上げに伴う経過措置」参照）が適用されるものを除き、
適用開始日以後に行われる資産の譲渡等について適用されます。

　消費税は、価格への転嫁を通じて最終的に消費者にご負担いただくことを予定している税です。
　政府としては、消費税率の引上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、平成元
年の消費税導入時、平成９年の税率引上げ時を上回る対策を講じることとしています。
　※　詳しい資料は下記ＵＲＬ（消費税の円滑かつ適正な転嫁等に関する対策推進本部）からご覧になれます。
　　　

○　お分かりにならないことや、更に詳しくお知りになりたいことがありましたら、最寄りの税務署にお
尋ねください。
○　税務署での面接による個別相談（関係書類等により具体的な事実関係を確認させていただく必要があ
る相談）を希望される方は、あらかじめ電話により面接日時等を予約していただくこととしております
ので、ご協力をお願いします。
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○中小企業を応援する業務改善助成金のご案内
　事業場内の最も低い時間給（時間換算額）を、計画的に800円以上に引上げる企業に対して、労働能率の増進に資する設備・
機器の導入、就業規則の作成、研修の実施に係る経費の１／２（上限100万円）を助成します。

　【支給の要件】
①　賃金引上げ計画（事業実施計画）の策定
　　　事業場内で最も低い時間給を４年以内に800円以上に引上げる
②　１年当たりの賃金引上げ額は40円以上
　　　（就業規則等に事業場内最低賃金額を規定）
③　引上げ後の賃金支払実績（確認期間として１か月の支払い実績が必要）
④　業務改善の内容及び就業規則に対する労働者からの意見聴取
⑤　賃金引上げに資する業務改善を行い費用を支払うこと
　　　業務改正の経費として合計10万円以上の支払いを行う
【支給額：⑤の経費の１／２（上限100万円）】
【支給回数：賃金引上げ計画期間中に支給要件を満たした年度に１回支給】
【申請先：新潟労働局　労働基準部　賃金室】
【業務改善助成金の対象となる経費の事例】
１　労働能率の増進に資する設備・機器の導入
　⑴　在庫管理、仕入業務の効率改善のためＰＯＳレジシステムの購入費用
　⑵　作業効率及び安全性の向上を目指した工場、店舗等の改装、機器等の購入費用
２　就業規則の作成や改正
　　　賃金の引上げ等に伴う規定の作成・改正のための社会保険労務士の手数料
３　賃金制度の整備
　　　賃金の引上げに伴う賃金制度の見直しのための賃金コンサルタント経費
４　労働能率の増進に資する研修

―　お問い合わせは　―
◎　新潟県最低賃金相談支援センター
　　　新潟市中央区東大通２－３－26（新潟県社会保険労務士会内）　　　TEL　０２５－２５０－７７５９
◎　新潟労働局労働基準部賃金室
　　　新潟市中央区美咲町１－２－１新潟美咲合同庁舎２号館　　　　　　TEL　０２５－２８８－３５０４

申請書等の詳細はホームページへ　　http://niigata-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

○労働保険の加入手続きはおすみですか。
　　「備えよう、社員の万一に。労働保険」
　労働保険とは、労働者災害補償保険（一般に「労災保険」といいます。）と雇用保険とを総称した保険制度のことで、昭和
50年に労働保険が全面適用されてからは、農林水産の事業の一部を除き、労働者を一人でも雇っている事業主は労働保険の
加入手続を行わなければならないことになっています。
　労働者とその家族の生活と安心のため、労働保険の加入は事業主の責任と義務です。成立手続を行うよう指導を受けたにも
関わらず、未手続の事業主には、保険料と追加の徴収金が課される場合があります。また、未手続期間中に労働災害が発生し
た場合、保険給付の費用を徴収されることがあります。
※詳しくは新津労働基準監督署（０２５０－２２－４１６１）へご相談ください。
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平成25年７月10日発令　新津税務署　法人課税部門　人事異動
新　　任　　者
新所属・職名 氏　　名 旧所属・職名

新津税務署　署　長 佐　藤　和　彦 札幌国税局　総務部　税理士監理官

新津税務署　法人課税統括官 川　 智　久 新潟税務署　法人課税第３部門統括官

転　　出　　者
新所属・職名 氏　　名 旧所属・職名

関東信越国税局　徴収部　統括徴収官 　　　敏　朗 新津税務署　署　長

退　　職 原　田　昭　裕 新津税務署　法人課税統括官

留　　任　　者
新所属・職名 氏　　名 旧所属・職名

新津税務署　総務課長 土生津　　　茂

新津税務署　法人課税上席官 黒　井　陽　子

○来春新規学校卒業予定者の採用をお願いします。
　平成26年３月新規高等学校卒業予定者の求人受理が６月20日から始まりました。
　リーマンショック以降求人数は大幅に減少し、最近はやや持ち直してきているものの、まだまだ生徒にとっては厳しい状況
での就職活動が続いています。
　学校卒業という大きな節目に良い就職が出来ないと、生徒のその後の人生が大きく左右され、将来的にフリーター、ニート
につながる心配もあります。
　このような状況を受けて、生徒の就職意識は高くなっていることから、貴社に貢献する人材確保の絶好の機会ともいえます。
　景気の先行きは依然不透明であり、採用計画の樹立が困難との声も聞かれますが、地域の将来を担う労働力となる高校生の
地元就職促進のために、求人申込みのご検討をお願いいたします。
　ハローワークでは電話にてご連絡いただければ、事業所を訪問しての求人申込みのご相談をさせていただいていますので、
御一報をお待ちしています。

○求人票に画像プラスα情報（写真やパンフレット）をご利用ください。
　ハローワーク新津では申し込んでいただいた求人票と併せて、会社案内・パンフレット・写真等を求人検索パソコンから求
職者の方に見ていただくサービスを行っております。
　求職者の方に職場内の作業風景や取扱商品、製品等の画像を見ていただくことで、事業所に対するイメージをより一層深め
てもらおうとするものです。
　画像情報掲載のご要望がありましたら、ハローワークからカメラを持参で訪問することも可能です。ご遠慮なくお申し出く
ださい。

○平成25年４月１日から障害者の法定雇用率が2.0％に引き上げられました。
　「障害者の雇用の促進に関する法律」では事業主に対して雇用する労働者に占める身体障害者・知的障害者・精神障害者の
割合が一定率以上になるよう義務づけられています。
　民間企業の法定雇用率は、平成25年４月１日から2.0％に引き上げられ、従業員規模50人以上の事業主に雇用義務の範囲も
広がりました。まだ、雇用率が未達成の事業主におかれましては早急に達成に向けた取組みをお願いします。
　また、「障害者雇用納付金制度」では事業主間の負担の公平を図るため、法定雇用障害者数に不足する人数に応じて納付金
を徴収していますが、対象企業規模は平成27年度から更に拡大される予定です。
　ハローワークでは今年度既に障害者の就職面接会を２回開催し、各事業主の皆様からの御協力により就職実績も前年を大き
く上回っています。今後とも、関係機関と連携しながら、企業の障害者雇用を応援して参りますので、障害者雇用に関する御
相談はいつでもハローワークに御一報ください。
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村
松
お
城
の
会

　
　

割
烹　

新
瀧
（
村
松
支
部
）

　
　
　

代
表
取
締
役

瀧　

澤　
　
　

修　

　

自
転
車
を
輪
行
袋
に
つ
め
て
、
カ

ナ
ダ
へ
旅
立
っ
た
の
は
、
も
う
四
十

年
近
く
も
前
に
な
り
ま
す
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
へ
、
そ
の

後
ア
メ
リ
カ
、メ
キ
シ
コ
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
回
り
ま
し
た
。

　

海
外
の
一
人
旅
は
、
人
を
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
に
す
る
と
い
い
ま
す
。
半

年
間
の
旅
で
、
日
本
人
で
あ
る
と
い

う
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

大
使
館
に
翻
る
「
日
の
丸
」
を
目
に

し
た
と
き
に
は
胸
が
熱
く
な
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
独
り
寝
の
テ
ン

ト
の
中
で
孤
独
に
さ
い
な
ま
さ
れ
て

い
る
と
き
、
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
が

ひ
と
し
お
胸
に
迫
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

帰
国
後
、
村
松
に
帰
り
家
業
を
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
と
い

う
産
業
も
な
く
、
高
齢
化
の
進
ん
だ

村
松
で
、
経
営
の
基
盤
に
何
を
据
え

た
ら
よ
い
か
悩
み
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
町
の
有
志
が
、
歴
史
を

町
お
こ
し
の
資
源
と
し
て
活
か
そ
う

と
、「
村
松
お
城
の
会
」
を
立
ち
あ

げ
ま
し
た
。
村
松
は
堀
家
三
万
石
の

城
下
町
で
あ
っ
た
こ
と
、武
家
屋
敷
、

そ
れ
も
他
の
城
下
町
と
違
っ
て
身
分

の
低
い
卒
分
の
屋
敷
が
四
十
数
棟
も

残
っ
て
い
た
こ
と
、
城
下
町
を
意
識

し
て
計
画
さ
れ
た
特
色
あ
る
街
路
が

残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
テ
ー
マ
に

な
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に

私
た
ち
が
気
付
い
た
の
で
す
。
会
の

事
務
局
を
仰
せ
つ
か
っ
て
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
武
家
屋
敷
の
所
在
と
構
造

の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い

う
仕
事
は
お
手
の
物
の
建
築
士
の
会

員
が
リ
ー
ド
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一

番
大
事
な
城
下
町
の
シ
ン
ボ
ル
村
松

城
に
つ
い
て
は
、
明
治
戊
辰
の
戦
い

で
失
わ
れ
て
以
来
、
謎
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
藩
の
土
木
を
担
当
す
る

御
普
請
方
の
城
郭
図
は
残
っ
て
い
ま

し
た
が
、
間
取
り
、
建
物
配
置
な
ど

の
資
料
が
失
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
幸
い
に
藩
士
で
あ
っ
た
方
の

描
い
た
、
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
の
詳
細
な

絵
図
面
が
町
に
寄
贈
さ
れ
、
こ
れ
を

古
文
書
な
ど
と
つ
き
あ
わ
せ
て
確
認

し
、
村
松
城
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
建
築
士
の
会

員
が
設
計
用
の
ソ
フ
ト
で
図
面
化
し
、

新
発
田
の
新
潟
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
の
協
力
を
得
て
模
型
に
し
て

当
時
の
村
松
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

前
面
に
大
沢
石
を
積
み
、
水
濠
と
土

塁
を
廻
ら
し
て
、
予
想
以
上
に
立
派

な
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い

城
だ
っ
た
と
わ
か
っ
た
こ
と
は
大
き

な
収
穫
で
し
た
。

　

み
ん
な
で
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

面
白
い
話
題
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま

し
た
。
剣
の
達
人
野
口
源
右
衛
門
正

国
、
鳥
羽
逸
平
が
友
人
堀
部
安
兵
衛

の
た
め
に
吉
良
邸
討
ち
入
り
の
と
き

手
助
け
し
た
と
い
う
話
、
戊
辰
戦
争

で
河
井
継
之
助
か
ら
あ
ら
ぬ
疑
い
を

掛
け
ら
れ
た
村
松
藩
の
恥
を
拭
う
た

め
、
赤
坂
峠
の
戦
い
で
軍
監
自
ら
白

兵
戦
を
挑
ん
で
壮
絶
な
戦
死
を
し
た

奥
畑
伝
兵
衛
、
勤
王
思
想
を
藩
主
に

薦
め
、
会
津
、
長
岡
と
の
関
係
上
切

腹
さ
せ
ら
れ
た
村
松
七
士
。
下
田
に

静
修
義
塾
を
開
き
、
諸
橋
轍
次
博
士

に
漢
字
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
奥
畑
義

平
。
西
南
戦
争
で
警
視
庁
抜
刀
隊
を

率
い
九
州
を
転
戦
し
た
片
岡
九
左
右

衛
門
政
的
。
藩
の
重
役
と
意
見
が
合

わ
ず
脱
藩
し
、
後
に
医
学
館
、
昌
平

校
の
教
授
を
務
め
、
当
時
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
近
世
偉
人
伝
を
著
し
た
蒲
生

重
章
。
そ
の
他
、
す
で
に
記
憶
か
ら

失
わ
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
々
の
働
き

が
、
今
の
村
松
の
人
の
魂
の
奥
で
生

き
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を

次
の
世
代
に
残
す
た
め
「
城
下
町
村

松
の
歴
史
と
風
土
」
を
刊
行
し
ま
し

た
。
今
も
残
る
町
名
や
道
筋
、
神
社

仏
閣
、
古
い
建
物
な
ど
に
城
下
町
の

面
影
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
先
祖
の
残
し
て
く
れ
た

文
化
遺
産
を
誇
り
と
し
て
、
こ
の
地

域
を
愛
す
る
子
ど
も
が
育
っ
て
く
れ

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
堀
家
が
安
田
か
ら
村
松
へ

移
り
、
以
来
、
村
松
藩
開
闢
三
百
七

十
年
の
節
目
の
年
、
何
か
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

近
藤
酒
造
㈱
（
五
泉
支
部
）

　
　
　

代
表
取
締
役

近　

藤　

伸　

一　

　

先
日
、
伊
勢
神
宮
「
お
白
石
持
行

事
」
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

伊
勢
神
宮
は
二
十
年
に
一
度
遷
宮

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
行

事
が
「
お
白
石
持
行
事
」
で
す
。
六

年
前
に
も
遷
宮
の
一
環
と
し
て
「
お

木
曳
行
事
」
が
あ
り
ま
し
た
。
遷
宮

の
解
説
に
よ
る
と
、「
二
十
年
を
ひ

と
つ
の
区
切
り
と
し
て
常
若
を
祈
る
。

…
…
社
殿
造
営
に
伴
い
、
御
装
束
、

神
宝
も
古
例
に
従
っ
て
調
製
す
る
。」

と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
御
装
束
、
御
神
宝
に
つ
い

て
は
「
当
代
最
高
の
名
工
が
真
心
込

め
て
製
作
す
る
品
々
は
古
代
の
文
化

を
鮮
や
か
に
甦
ら
す
。」
と
あ
り
ま

す
。

　

宮
大
工
を
二
十
年
か
け
て
育
て
て

い
く
。
刀
工
を
二
十
年
か
け
て
育
て

て
い
く
。「
二
十
年
か
け
て
…
」
と

い
う
、
そ
こ
に
文
化
の
継
承
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
文
化
の
伝

承
、
継
承
は
こ
れ
だ
な
と
実
感
い
た

し
ま
し
た
。
仕
事
柄
、
酒
と
神
様
は

切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
縁
が
あ
り

ま
す
。
酒
造
り
の
「
酒
造
工
」
も
、

二
十
年
か
け
て
育
て
て
い
く
。
そ
の

シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
い
い
酒

づ
く
り
が
出
来
、
未
来
永
劫
、
絶
え

公益社団法人 新津法人会だより


